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サイトカインはホルモン様活性ポリペプチドであり、サイトカインの産⽣異常により様々な炎症疾患、免疫、⾎液異常が起こることが判明している。正常細胞の癌
化、癌細胞の増殖、転位、担癌に伴う悪液質や免疫不全症にもサイトカイン産⽣産⽣異常が深く関与するものと推定されている。本研究班は担癌宿主におけるサイ
トカインネットワーク機構の総合的分⼦細胞⽣物学的解析を班研究で⾏っている。本年度の主な成果として 
1)マウス⼤腸癌による悪液質誘導においてIL6の関与は部分的であり他の因⼦も関与することが明らかになった。また、悪液質誘導性クローンに特異的に発現する
新しい遺伝⼦を4つPCR-differential display mathodによってクローニングした。 
2)様々なサイトカインの発現を制御するNFkBのcell free系での活性化システムを確⽴した。 
3)IL 12が強⼒な抗腫瘍活性を⽰すことが判明した。 
4)CD4+TsのCTL前駆細胞の抑制にサイトカインが関与する事を⽰すとともに、CTL認識H-2Db結合性ペプチドのアミノ酸配列を決定した。 
5)TH1,TH2特異的サイトカイン遺伝⼦の発現制御機構をIL2.IL5遺伝⼦で明らかにした。 
6)NF-IL6⽋損マウスマクロファージにおいてNOの産⽣が正常であるにもかかわらずリステリアの⾷菌能、抗腫瘍活性が低下していることが判明した。
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